
校 長 だ よ り １ － ２ － 二 年 生 へ －
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新年度も二週間たちました。計画通り

に

学校生活、家庭生活を過ごしていますか。

３月の修了式の時、「目標」をつくること

の

大切さ、次に「意識」して生活して欲し

いと

して生活して欲 話をしました。

「目標」を「意識」して生活することは難

しい いことです。「意識」を持続させること

は 結 こ と で す 。「 意 識 」 を 持 続 さ せ る こ と は 結

構たいへんです。何かに書いて貼っておい 構たいへんです。そこで、何かに書い

て貼

ったらどうでしょう。自分の机や身近な

所へ に貼っておいたら、普段から目につき

ます。

目 目につけばその都度、気持ちが引き締ま

ると思います。

私も「あしたの北中」、校舎のいたると

ころに貼っています。意識するためです。

「よい習慣は才能を超える」と言います。

それぞれに自分に合った工夫をしましょ

う。「あしたの自分のため」に。

もう一つ、二年生は「ホップ・ステッ

プ・ジャンプ」の「ステップ」にあたる

ともいいました。勉強やクラブ、家庭生

活をバランスよく保って欲しいからです

が、こんなふうにも考えられます。

二年生は「サンドウィッチ」の学年で

もあります。一年と三年に挟まれた学年

だからです。そこで、「美味しいサンドウ

ィッチ」になって下さい。サンドウィッ

チの美味しさは、なんといっても中身、

具にあります。外側のパンが美味しけれ

やはり二年生だ

課題もたくさんある

それらを いい加減にすませてしまうか

それともきっちりやるか

一枚の違いは そんなに大きくないが

一か月、二か月と積もると

取り返しのつかないほどの

差になってしまう

なまけないこと

この一点にかけるだけで

人間が変わってくる

生活の建て直しは

性格の建て直しでもある

自分を 本気な人間にしていくのは

自分しかいない 気が付いた今しかない

具体的な

一つ一つの行動を変えてゆくことだ

クツを揃えよ

イスを入れよ

机を整えよ

日誌に心をこめよ

下敷きを使え

えんぴつを削れ

筆箱を整えよ

時間割をきっちり合わせよ

丁寧に書け

そこを変えないと

人間も変わらない

有正省三「中学生」より



ばなお言うことはありませんが、パンは

一、三年生にまかせて、二年生は、中身

で勝負してください。学校の顔は三年生

ですが、学校の中身を決めるのは二年生

です。二年生が学校を決めるんです。そ

んな気構えをもってこの一年間を過ごし

て下さい。これもまた、「あしたの自分の

ため」です。


